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論 文 内 容 の 要 旨 
 申請者の所属する研究室では、1980 年代から、３価の超原子価ヨウ素反応剤、特に PIDA（phenyliodine diacetate）
や PIFA（phenyliodine bis(trifluoroacetate)）が、Pb(IV)、Tl(III)、Hg(II) 等の毒性の高い重金属酸化剤と類似した
反応性を示し、かつ安全で取り扱いが容易であることに注目し、これまでに様々な新規酸化反応を開発してきた。特


























これらが従来の PIDA や PIFA に置き換わる有効なリサイクル型反応剤であることを明らかにした。 
２) ヒドロキシ（トシロキシ）体 1c に特有のケトン類の２級炭素選択的な位置選択的α-トシロキシ化反応を見出し
た。 



















用い本法を C-N 結合形成へと拡張し、スピロジエノンラクタム類の簡便合成を達成した。 
⑶上記の成果を元に、リサイクル型反応剤の触媒的利用を実現した。本法は、安全、安価な有機ヨウ素化合物を効果
的に活性化し、触媒量用いて回収できる優れた環境調和型手法となった。 
 以上の成果は、博士（薬学）の学位論文に値するものと認める。 
